
メッセージ
一朝一夕で点数が向上することはありません。
不断の努力で最後まであきらめないこと。

教 科 書
〔教科書〕 国家試験過去問題集、言語聴覚士テキストなど。

履修上の
留 意 点

参考図書
〔参考図書〕国家試験過去問題集、言語聴覚士テキストなど。

評価方法
基礎専門、専門科目200問について国家試験に準じた形式の試験を前後期合わせて計5回実施。
そのうち計4回の平均点120点以上または　125点以上で合格とする。
また、110点以上をとり、5回目の試験で120点以上を合格とする。

概   要

【テーマと目標】

60時間

【内容計画】

基礎分野、専門分野の科目を重要度に応じて集中的に講義する。

基礎専門分野、専門分野について集中講義を実施する。

あくまでも各個人が不得意科目について随時学習を進めること。

担 当 春芳 準朗、上村 朋久、
仲山 晃生、島本 裕士、熊田 華恵

単 位 数 2単位

教 員 名 時 間 数

〖言語聴覚学科〗 選択必修分野

授 業
言語聴覚障害特論Ⅱ

授 業 形 態 講義

科 目 名 配 当 学 期 3年（後期）


